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鹿児島市立吉田南中学校

新型コロナウィルスの影響が何らかの
形でデータとして反映されるのかな？
などと思っているところです。

いよいよ今週は７月に入ります。
暑さも増してきますが，心身共に健

やかに過ごしていきたいものですね。

心の豊かさを育みたい＜様々な体験活動＞

学校では，生徒の視野を広げ，自他を尊重する心を育む

ために様々な体験活動を企画し，実行しています。６月は，

伝統芸能の和太鼓を体験する活動や，一年生向けの鹿児島

の方言を体験する活動，三年生向けの英語俳句体験があり

ました。いずれも多くの生徒にとって，毎日の生活に密着

した，身近な活動ではなかったかもしれません。しかし,

文化を受け継ごうとする人たちの思いや，その一生懸命な

姿に触れさせることができました。その道で努力する人の

「輝き」から刺激をいただけました。

小中連携授業参観 ＜地域で一丸となって＞

鹿児島市では小学校と中学校が連携して，地域の子を育

てるという「小中連携」を毎年実施しています。今年はこ

の時期（毎年６月を予定）に，各小学校から本校に授業参

観をしに来てくださいました。

久しぶりに恩師である小学校の先生方に会える生徒たち

は朝からソワソワして，それでいて，どこかうれしそうだ

ったのが印象的でした。

最近思うこと
校長 向田 伸子

早いもので６月が終了します。
今月は，部活動の総決算でもある

市郡総体が実施されました。この大
会をもってほとんどの３年生が部活
動を引退になりました。これまでの
活動の中にはそれぞれいろいろな壁

にぶつかってきたことでしょう。最後までやり切った思
い出はきっとこれからの人生に大きな拠り所となると思
います。本当に御苦労様でした。そして，生徒たちの想
いや頑張りを支えるべく活動に協力くださった保護者の
皆さま，本当にありがとうございました。３年生の中に
は８月の試合まで部活動に取組む生徒やコンクール，作
品制作にもう少し頑張る生徒たちもおります。悔いのな
いように最後まで精一杯取り組んで欲しいと思います。

さて，現在本校では，10月20日に実施予定の研究公開
に向けて各教科で実証授業が行われています。学期末に
差し掛かる忙しい時期に，先生方も頑張って研究を進め
ているところです。タブレット使用の授業にずいぶん慣
れてきたなぁ～，と授業中の生徒たちの様子を見ていて
感じられます。保護者の皆様も先日の学年・学級ＰＴＡ
の授業参観の際に，その姿を確認できた方も多かったと
思います。

以前の学校便りで，経済協力開発機構（OECD）による
2018年「生徒の学習到達度調査（PISA）」の結果を載せ，
その調査の中で行われるICT活用調査で我が国の生徒は，
学習におけるデジタル機器の利用時間が短く，OECD加盟
国３７ヶ国中最下位だったことに触れました。「海外で
は,ICTを学びの道具として活用しているが，日本ではIC
Tを学びの道具よりもチャットやゲームなどの遊びの道
具として利用している」という衝撃的な結果でした。
なお，この調査は，３年に一度実施していますので，20

21年の今年は調査実施の年となります。義務教育を終えた
高校一年生が調査対象となっています。ICT活用について
は前回とはまた違った結果が出てくるのではないかな？，

南中だより
来月の主な行事

月 日 曜 行 事

１ 木 ２年クラスマッチ

２ 金 １年クラスマッチ 漢字検定

６ 火 特別朝会(食育) 健康教室(1･3年)

７ 水
２年非行防止教室⑥ ノー部活デー
３年写真撮影⑥（夏服）

８ 木 体育大会オリエンテーション⑤⑥

９ 金
学級専門部会 和太鼓講演⑤⑥

７ ＰＴＡ文化部会

月 10 土 土曜授業

13 火 学年朝会 1年集金日

14 水
ノー部活デー 2年集金日

県民の日 鹿児島ジュニア検定⑥

15 木 生徒会専門部会 3年集金日

20 火 終業式 大掃除 地域生徒会

３年三者面談(～30日)
21 水

夏季休業日（～８／３１）

23 金 吹奏楽夏の祭典（本校出場日）

26 木 県総体（水泳競技の部）
27 金

28 水 鹿児島市中学生弁論大会

夏の心豊かで元気あふれる｢さつまっ子｣を育てる運動

７月１日から８月31日まで「明るく たくましく すこ
やかに」をテーマに，下記のような運動を展開していま
す。「起床，登校，下校，学習開始，就寝」の５つの時
刻を固定する，『五点固定』の取組は成果が見られると
いう報告があります。子どもたちの健全育成のために，
ともに取り組みましょう！

○ 地域ぐるみで，声かけ運動と青少年健全育成の環境づく

りを進めましょう。

○ 地域ぐるみで，事故防止に努めましょう。

○ 親子で，さまざまな体験活動に参加しましょう。

○ 「早寝・早起き・朝ごはん」に取り組み，家族のきずな

を深めましょう。


